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緒言

近 年,わ が 国 に おい て は,木 材 需 要 量 が年 々増 加 し,今 後 もこの 傾 向 は持 続 す る もの と

推 測 され る。 この よ うな 情 勢 に対 処 す る た め,木 材 総 生 産 量 の増 大 が 叫 ば れ,そ の 一 環 と

して,広 葉 樹 天然 生 林 か ら針 葉 樹 人工 林 へ の林 種 転換 が 急 速 に進 め られ て い る。 そ れ に と

もな って,広 葉樹 資 源 は減 少 の一 途 を た どっ て お り,広 葉樹 林 の 保 続 ・育 成 が 軽 視 され て

い る よ うな 感 が あ る。 しか しな が ら,立 地 的 に広 葉 樹 林 を針 葉 樹 林 に転 換 で き ない 場 合,

あ るい は広 葉樹 林 と して存 続 させ る方 が有 利 な場 合,さ ら に は 将 来 の 木 材 需 要 構 造 な どか

ら広 葉 樹 林 を あ え て造 成 しな け れ ば な ら な い 場 合 す ら も考 え られ る。 広 葉 樹 林 か ら針 葉 樹

林 へ の林 種 転 換 は,わ が 国 の み な ら ず,今 日の 世界 的傾 向 で もあ り,ま た 当面 の問 題 解 決

の手 段 と して は 当 然 で あ る と して も,な お反 面 に お い て,広 葉樹 資 源 の保 続 ・育 成 が お ろ

そ か に され て よい こ と に は な ら ない と考 え ら れ る。

また 一 面 に おい て,木 材 を原 料 とす る第 二 次産 業 が 発 展 し,そ れ に と もな っ て,工 業 原

料 材 と して の木 材 の需 要 量 が増 加 して きて い る。工 業 原 料 材 は組 成 物 質 の 利用 が 目的 で あ

るた め,形 態 的 ない しは材 質 的 な良 質性 よ り も,む しろ組 成 物 質 が多 量 で あ る こ とが主 と

して 要 求 され る。 こ の よ うな木 材 の需 要 構造 の 変 革 と総 生 産 量 の増 大 とい う情 勢 を反 映 し

て,量 と と もに重 視 され るべ き質,す な わ ち良 質 材 の 生 産 が と もす れ ば量 の増 産 の背 後 に

か くれ て 軽 視 され が ちで あ る。 しか し,社 会 経 済 の 進 展 に と もな っ て,人 々 は よ り よい生

活 環 境 を欲 求 す る こと に よ り,天 然 生 木 材 の 自然 の美 し さを生 か した 良 質 構造 材 の 需 要 は,

わ が 国 古 来 の民 族 的愛 着 と相 ま って,将 来,増 大 す る もの と推 測 さ れ る。 この よ うな観 点

に た て ば,将 来,必 要 な木 材 が不 足 を生 じて も,林 木 の 特 性 と して生 長 期 間 が長 く,急 速

に それ を生 産 す る こ とは不 可 能 に近 い こ と を考慮 す る と,将 来 の需 要 に対 処 す る た め に は,

現 在 に お い て,そ の良 質 構 造 材 の生 産 方 法 を検 討 しな けれ ば な ら な い。 した が っ て,大 勢

と して は,現 実 的需 要 に こた え る量 産 技 術 に主 眼 が おか れ る情 勢 に あ っ て も,な お反 面 に

お い て,良 質 材 生 産 技 術 を軽 視 す べ きで は な い と考 え られ る。

と ころで,北 海 道 地 方 に お い て も,以 上 の よ う な全 般 的 な情 勢 下 に あ っ て,天 然 生 広 葉

樹 林 は皆 伐 され,ト ドマ ツ ・エ ゾ マ ツ ・カ ラマ ツ な どの 針 葉 樹 の拡 大 造 林 が進 め ら れ る と

と もに,カ ラマ ツ ・カ ンパ類 ・ハ ン ノキ 類 ・ポ プ ラ類 な どを対 象 と し,主 と して量 産 技 術

の 研 究 開 発 が進 め ら れ て い る。 しか しな が ら,北 海 道 地 方 の 広 葉 樹 は,総 蓄 積5.3億m3の

約6割 を 占 め,1'そ の 中 に は,ミ ズ ナ ラ ・ヤ チ ダ モ ・カ ツ ラ,ニ レ ・カ ンパ類 ・シナ ノキ ・

セ ン ノ キ な どの有 用 樹 種 が 多 い。 しか も,主 と して 気 候 的 要 因 に よ り,そ の形 質 は本 州 産

の広 葉 樹 に比 較 して きわ め て優 良 で あ る。2)した が って,北 海 道 地 方 は わ が 国 の優 良 な広 葉

樹 構造 材 の最 もす ぐれ た生 産 地 で あ り,3)また わ が 国 で は,優 良 な広 葉 樹 構造 材 の生 産 は北

海 道 地 方 に期 待 す る以 外 に ない と もい わ れ て い る。4)その た め,最 近 で は,こ れ らの 有 用 広



葉樹の保続 ・育成の必要性が徐 々に認められてきてはいるものの,現 状においては,そ の

具体的な取扱い方法は確立 されておらず,依 然 としてきわめて粗放であるといえる。 した

がって,わ が国の広葉樹資源の保続 ・育成あるいは良質構造 材の生産技術の研究 という観

点から,北 海道地方の有用広葉樹を対象 とすることはきわめて重要な意義をもつ ものと考

えられる。

なかで も,ミ ズナラは,蓄 積 も多 く,材 質 も良いため,将 来の需要増が見込まれている

重要な森林資源であるにもかかわらず,最 近では漸次減少の傾向にあるから,ミ ズナラの

保続 ・育成の最 も重要な技術的基本 となる作業法を明らかにすることは,単 にミズナラ林

造成にとどまらず,全 国的な観点からも貴重な地位を占めている北海道地方の広葉樹林の

造成に貢献するとともに,良 質構造材の生産技術の検討に一資料を提供するものと考 えら

れる。

以上のような観点から,筆 者は,恩師九州大学井上由扶教授のご示唆 ・ご指導によって,

1963年 以来,北 海道十勝地方に所在する九州大学北海道演習林に各種の調査地および試験

地を設定 し,ミズナラ構造材林造成を対象 とした作業法に関する基礎資料 を収集する一方,

ミズナラ林造成に関する既往の文献などにもとづき,ミ ズナラ構造材林造成を対象 とした

育林技術上の基本的要件を検討し,そ れを明らかにした。そこで,各 種の調査地および試

験地で得られた基礎資料にもとづき,育 林技術上の基本的要件を満足 し,育 林技術上適用

可能と認められる作業法を明らかに して,そ の中から,適 用段階における基本的作業法を

理論的に選定 した。 このようにして選定 した作業法の更新過程の育林手段を具体的に明ら

かにし,実 際の林地で試験 してみたが,そ の結果,構 造材林の造成を目的 とした ミズナラ

の更新は可能であることが実証され,ま たその後の全林分造成過程にわたる育林手段にっ

いて も,今 後検討する必要はあるが,一 応不完全ながらも技術体系開発の見通 しを得た。

そこで,理 論的に選定 した基本的作業法が実際に適用 されうるものと判断 し,こ こにその

作業法を北海道産 ミズナラの構造材林造成に,技 術上適用可能な基本的作業法として報告

するものである。
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